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【
資
料
紹
介
一

横
須
賀
市
蛭
畑
（
ひ
る
ば
た
け
）
遺
跡
出
土
の
人
面
付

土

器

に

つ

い

て

ち

か

の

近

野

正

【
要
旨
一
横
須
賀
市
小
矢
部
一
丁
目
に
所
在
す
る
蛭
畑
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
人
面
付

土
器
は
、
特
異
な
様
態
を
も
つ
、
稀
少
な
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
今

回
、
本
資
料
に
つ
い
て
改
め
て
資
料
化
を
図
る
と
と
も
に
、
昨
今
の
事
例
を
含

め
、
当
該
資
料
の
再
検
討
を
行
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
本
資
料
を
、
弥
生
時
代
中

期
後
葉
に
お
け
る
平
作
川
中
流
域
の
中
核
集
落
を
形
成
し
て
い
た
集
団
の
性

格
を
反
映
す
る
も
の
、
さ
ら
に
は
東
日
本
へ
の
文
化
や
墓
制
の
流
入
に
伴
う
変

化
に
関
連
し
て
出
現
し
た
も
の
、
と
し
て
の
位
置
付
け
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

一
キ
ー
ワ
ー
ド
一

蛭
畑
（
ひ
る
ば
た
け
）
遺
跡
人
面
付
土
器
東
日
本
弥
生
時

代

幸

（

１

）

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
考
古
資
料
で
あ
る
蛭
畑
（
ひ
る
ば
た
け
）
遺

跡
出
土
の
人
面
付
土
器
（
資
料
名
《
人
面
付
土
器
頭
部
破
片
、
資
料
番
口
耳
Ｃ
Ｘ

（

２

）

○
○
○
五
五
八
三
、
目
録
番
号
二
一
’
一
二
三
’
○
一
二
）
に
つ
い
て
は
、
東
日

本
弥
生
時
代
に
お
け
る
人
面
を
付
し
た
土
器
の
中
で
も
特
異
な
存
在
で
あ
り
、
昭

和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
に
神
沢
勇
一
氏
が
「
神
奈
川
県
・
ひ
る
畑
遺
跡
出
土
の

（

３

）

人
面
土
器
」
と
題
す
る
報
告
（
及
び
実
測
図
・
写
真
）
を
公
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、

広
く
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
な
お
、
本
資
料
は
、
昭
和
四
一

年
（
一
九
六
六
）
八
月
に
当
時
の
県
立
博
物
館
へ
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

発
見
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
先
の
神
沢
氏
の
報
文
に
よ
る
と
「
発
掘
調
査
に
よ

る
出
土
品
で
は
な
く
、
か
つ
て
同
遺
跡
の
一
部
が
削
平
さ
れ
た
さ
い
、
土
地
の
某

氏
が
宮
ノ
台
式
土
器
の
破
片
と
と
も
に
採
集
し
た
も
の
で
、
最
近
に
至
っ
て
赤
星

直
忠
博
士
の
注
意
を
惹
く
と
こ
ろ
と
な
り
、
八
個
の
断
片
を
接
合
し
て
復
原
さ
れ

（

マ

マ

）

た
。
し
た
が
っ
て
に
出
土
状
態
そ
の
他
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
」
と
し
て
お

（

４

）

り
、
ま
た
赤
星
直
忠
氏
の
メ
モ
に
は
「
蛭
畑
山
弥
生
遺
跡
は
県
立
横
須
賀
高
校
考

古
学
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
発
見
さ
れ
、
横
須
賀
考
古
学
会
で
一
部
を
発
掘
し
た

だ
け
で
工
事
に
よ
り
切
り
崩
さ
れ
、
切
り
崩
さ
れ
中
、
土
器
拾
い
に
行
っ
た
小
学

生
に
よ
り
人
面
土
器
断
欠
（
人
面
部
分
の
み
）
が
採
集
さ
れ
、
中
学
生
に
よ
り
上

（

マ

マ

）

ス
イ
曲
玉
が
拾
わ
れ
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
工
事
中
に
採
集
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
出
土
状
態
及
び
本
来
的
様
態
に
つ
い
て
も
不
明
確
な
部
分

が
多
い
の
は
否
め
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
神
沢
氏
に
よ
る
本
資
料
の
報
告
（
公
表
）
か
ら
す
で
に
四
○

は
じ
め
に
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年
以
上
の
歳
月
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
今
回
改
め
て
資
料

化
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
に
発
見
さ
れ
た
関
連
資
料
等
も
含
め
、

僅
か
な
が
ら
で
も
現
状
に
お
け
る
再
評
価
を
行
い
た
い
と
思
う
。

な
お
、
人
面
付
土
器
と
い
う
呼
称
は
「
壺
形
土
器
の
口
縁
部
に
人

（

５

）

の
顔
面
像
を
付
し
た
土
器
」
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
用
語
的
に
は
人

面
土
器
・
人
面
付
壺
形
土
器
・
顔
壺
・
顔
面
付
土
器
な
ど
と
も
呼
ば

（

６

）

れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
黒
沢
浩
氏
に
よ
る
整
理
に
従
い
、
土
偶
形

容
器
と
は
区
別
さ
れ
る
、
人
面
の
表
出
・
表
現
が
見
ら
れ
る
土
器
の

う
ち
、
人
面
の
表
現
が
暖
昧
で
土
器
の
器
形
や
文
様
の
中
に
取
り
込

ま
れ
て
い
る
「
顔
面
付
土
器
」
に
対
し
、
人
面
表
現
の
明
確
な
も
の

を
「
人
面
付
土
器
」
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
本
稿
を
纏
め
る
に
あ
た
り
、
池
田
治
さ
ん
、
井
澤
純
さ
ん
、

伊
丹
徹
さ
ん
、
井
上
久
美
子
さ
ん
、
竹
野
喜
江
さ
ん
、
田
辺
可
奈
さ
ん
、

山
本
祐
輝
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
お
名
前
を
記

し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

本
資
料
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
二
つ
の
実
測
図
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
一

つ
は
先
述
し
た
神
沢
氏
の
報
文
中
に
図
示
さ
れ
て
い
る
も
の
（
図
一
’
二
で
あ

り
、
土
器
の
正
面
図
、
側
面
図
（
右
側
面
）
及
び
縦
方
向
の
断
面
図
か
ら
な
る
。

も
う
一
つ
は
、
昭
和
四
四
年
二
九
六
九
）
に
神
沢
氏
の
編
集
で
刊
行
さ
れ
た
「
神

（

７

）

奈
川
県
考
古
資
料
集
成
一
弥
生
式
土
器
』
に
お
い
て
図
示
さ
れ
た
も
の
（
図
一

’
二
）
で
あ
り
、
神
奈
川
県
立
博
物
館
所
蔵
資
料
と
し
て
、
再
実
測
（
図
一
’
一

の
修
正
か
）
を
し
た
正
面
図
（
二
Ａ
）
、
側
面
図
（
二
Ｂ
》
右
側
面
）
及
び
平
面
図

（
二
Ｃ
《
上
面
図
）
か
ら
な
る
（
赤
彩
部
分
は
二
色
刷
り
に
よ
る
図
示
）
。
蛭
畑
遣

資
料
（
蛭
畑
遺
跡
出
土
人
面
付
土
器
）
の
概
要

Ｏ
Ｌ

IOcm
l

1 文献4より転載

2文献7より転載

zB

図1 蛭畑遺跡出土人面付土器(1) S=1/3
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図2蛭畑遺跡出土人面付土器(2) S= l/2

跡
出
土
人
面
付
土
器
の
実
測
図
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
各
所
で
引
用
さ
れ
て
い

る
が
、
管
見
に
触
れ
た
範
囲
で
は
、
一
部
を
除
き
、
い
ず
れ
も
前
者
の
図
が
使
用

（

８

）

さ
れ
て
お
り
、
後
者
の
図
を
使
用
し
た
も
の
は
僅
か
と
な
る
。
今
回
、
改
め
て
資

料
化
を
行
う
に
あ
た
り
、
図
示
し
た
も
の
が
図
二
で
あ
る
。
以
下
、
資
料
の
概
要

並
び
に
所
見
を
記
す
こ
と
に
す
る
。

本
資
料
は
、
八
点
の
破
片
を
接
合
し
た
も
の
で
あ
り
、
残
存
し
て
い
る
の
は
頚

部
か
ら
上
位
の
部
分
と
な
る
が
、
後
頭
部
（
頭
頂
部
～
背
面
部
）
、
右
側
面
の
一

部
（
耳
の
下
半
部
～
頸
部
の
一
部
）
及
び
本
来
対
時
す
る
耳
が
つ
い
て
い
た
と
思

わ
れ
る
左
側
面
を
欠
損
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
現
状
で
は
右
側
面
の
一
部
及
び

頚
部
左
端
の
欠
損
部
が
石
膏
に
よ
り
復
元
・
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
先
の
二
つ
の
実

測
図
で
は
顔
面
部
分
が
真
正
面
を
向
く
よ
う
に
図
化
さ
れ
て
い
る
が
、
顎
付
近
の

水
平
ラ
イ
ン
、
そ
し
て
頚
部
と
そ
れ
以
下
と
の
接
合
状
態
を
想
定
し
た
上
で
角
度

等
を
検
討
す
る
と
、
む
し
ろ
顔
面
部
分
は
や
や
上
向
き
に
な
る
形
状
で
あ
っ
た
可

能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
今
回
図
化
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
顔
の
角
度
を
調
整
し

（

９

）

て
い
る
。
か
か
る
角
度
で
想
定
し
た
場
合
、
現
状
で
の
各
部
の
計
測
値
は
、
高

さ
約
一
二
、
一
面
（
内
、
頸
部
長
約
三
・
五
凶
、
最
大
幅
約
一
○
“
五
ｍ
（
内
、

右
耳
の
幅
が
約
一
“
三
④
、
頸
部
の
復
元
最
小
径
が
約
六
・
八
ｍ
（
頸
部
下
端

で
の
復
元
最
大
径
が
約
七
・
六
四
、
奥
行
は
最
大
で
約
九
、
五
ｍ
と
な
る
。

形
状
は
、
総
じ
て
立
体
的
且
つ
写
実
的
で
あ
り
、
顔
面
表
現
に
つ
い
て
は
耳
、
目
、

眉
、
鼻
、
口
が
造
作
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
頭
部
に
装
飾
等
は
見
ら
れ
ず
、
剃
髪
状

を
な
す
。
顔
の
表
面
と
側
面
及
び
頭
部
と
の
境
に
は
意
識
的
に
稜
が
作
り
出
さ
れ
、

顔
と
頸
の
境
も
顎
の
部
分
を
中
心
に
明
瞭
な
稜
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
。

目
と
口
は
、
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
切
込
み
に
よ
り
造
作
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
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れ
る
。
目
は
細
く
切
れ
長
で
、
緩
や
か
な
ハ
字
状
を
呈
し
、
両
目
と
も
中
央
か
ら

外
側
に
向
か
っ
て
、
や
や
下
側
か
ら
の
切
込
み
を
入
れ
て
い
る
。
左
右
と
も
に
長

さ
、
幅
の
均
整
が
と
れ
て
い
る
。
口
は
向
か
っ
て
や
や
右
上
が
り
の
形
状
と
な
る

も
の
の
、
向
か
っ
て
左
か
ら
右
へ
、
下
側
か
ら
の
切
込
み
を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、

向
か
っ
て
右
側
の
口
角
に
当
た
る
部
分
に
は
、
径
約
一
～
一
・
五
ｍ
程
度
の
窪
み

が
見
ら
れ
、
造
作
時
に
胎
土
中
の
小
礫
が
抜
け
落
ち
た
痕
跡
と
も
考
え
ら
れ
な
く

は
な
い
が
、
精
製
さ
れ
た
胎
土
の
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
が
切
込
み
に
伴
い
生

じ
た
可
能
性
も
あ
る
。

耳
、
眉
、
鼻
は
、
粘
土
の
貼
り
付
け
で
造
作
さ
れ
て
い
る
。
耳
は
右
側
上
半
部

の
み
が
残
存
し
て
お
り
、
顔
表
面
の
角
度
と
平
行
す
る
形
で
貼
り
付
け
て
い
る
。

下
半
部
が
欠
損
し
、
当
初
の
形
状
を
窺
い
知
れ
な
い
も
の
の
、
お
そ
ら
く
は
上
下

左
右
が
対
称
と
な
る
鍔
状
を
呈
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
耳
の
中
央
や
や
上
寄

り
に
は
、
貫
通
孔
が
一
箇
所
認
め
ら
れ
、
耳
の
裏
側
の
孔
の
周
囲
に
粘
土
の
盛
り

上
が
り
や
棒
状
工
具
の
先
端
を
使
用
し
た
押
圧
痕
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
孔
の
径
が

表
側
で
約
四
叩
裏
側
で
約
二
、
五
ｍ
と
な
る
こ
と
か
ら
は
、
表
側
よ
り
穿
孔
が

（

皿

）

行
わ
れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
下
半
部
の
欠
損
を
考
盧
す
る
と
、
本
来

（

Ⅱ

）

は
孔
が
複
数
存
在
し
て
い
た
（
穿
孔
さ
れ
て
い
た
）
可
能
性
も
あ
る
。
隆
起
し
た

眉
は
緩
や
か
な
カ
ー
ブ
を
描
き
、
外
端
で
下
方
に
向
か
っ
て
先
細
り
し
、
眉
間
の

部
分
は
隆
起
が
若
干
低
く
作
り
出
さ
れ
る
。
鼻
は
鼻
根
か
ら
一
部
欠
損
し
て
い
る

鼻
尖
（
頭
）
ま
で
直
線
的
に
作
ら
れ
、
鼻
翼
は
表
現
さ
れ
な
い
。
鼻
柱
付
近
が

（

吃

）

口
と
平
行
に
向
か
っ
て
や
や
右
上
が
り
と
な
り
、
長
径
約
三
ｍ
の
二
個
の
鼻
孔

は
、
深
さ
約
五
ｍ
で
下
方
か
ら
穿
孔
さ
れ
て
い
る
。

顎
は
突
出
部
分
を
明
瞭
に
作
り
出
す
た
め
に
、
頚
部
と
の
境
に
平
角
棒
状
の
工

具
に
よ
る
成
形
（
平
角
棒
状
工
具
の
隅
角
に
よ
る
押
圧
）
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、

側
面
の
顔
（
頬
）
と
頸
の
境
に
見
え
る
稜
に
つ
い
て
も
、
お
そ
ら
く
は
意
識
的
に

作
り
出
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

土
器
の
表
面
は
赤
褐
色
を
呈
し
、
全
体
に
赤
色
塗
彩
（
赤
彩
）
を
施
し
て
い
る
。

成
形
後
の
器
面
調
整
（
整
形
）
に
つ
い
て
は
、
や
や
粗
い
刷
毛
目
調
整
後
に
、
ほ

ぼ
全
面
の
ミ
ガ
キ
を
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
一
部
顎
の
両
脇
部
分
に
お
い
て
横
方

（

咽

）

向
の
刷
毛
目
痕
が
残
る
。
内
面
に
は
成
形
に
よ
る
ナ
デ
の
痕
跡
が
明
瞭
で
あ
り
、

頚
部
に
つ
い
て
は
縦
方
向
の
顔
面
～
頭
部
に
つ
い
て
は
横
方
向
の
ナ
デ
を
行
い
、

（

Ｍ

）

部
分
的
に
は
粘
土
を
輪
積
に
し
た
痕
跡
も
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
頭
頂
部
に
は
、

不
整
な
が
ら
も
円
形
に
近
い
欠
損
部
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
成
形
の
最
終
段
階

に
粘
土
板
で
頭
頂
部
を
塞
い
だ
痕
跡
と
も
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
内
面
の
右

上
方
に
内
側
か
ら
貼
り
付
け
た
よ
う
な
粘
土
の
重
な
り
が
見
ら
れ
、
こ
の
部
分
の

成
形
時
に
当
該
箇
所
の
器
壁
が
薄
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
、
も
し
く
は
歪
ん
で
し

ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
補
修
（
修
正
）
痕
跡
と
も
想
定
さ
れ
、
僅
か
に
残
る
右
後
側

頭
部
の
外
面
が
微
か
に
凹
ん
だ
よ
う
な
痕
跡
を
残
し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
同
様
の

事
象
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
土
器
自
体
の
焼
成
は
良
好
で
、
胎
土
も
精
製
さ
れ
た
粘
土
を
使
っ
た
綴

密
な
状
態
で
あ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
欠
損
部
の
割
れ
口
を
含
む
内
外
面
と
も

に
、
か
な
り
高
温
の
二
次
的
な
被
熱
に
よ
る
痕
跡
を
留
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

と
く
に
額
部
～
頭
頂
部
に
か
け
て
黒
ず
ん
だ
状
態
と
な
り
、
当
該
箇
所
に
は
部
分

的
に
ひ
び
割
れ
（
亀
裂
）
の
存
在
も
見
ら
れ
る
。
ル
ー
ペ
で
観
察
す
る
と
割
れ
口

の
黒
ず
ん
だ
部
分
は
、
全
て
発
泡
し
た
状
態
と
な
り
、
赤
彩
さ
れ
た
表
面
（
外

面
）
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
全
面
に
わ
た
っ
て
細
か
い
亀
裂
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら

－74－
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次
に
、
人
面
付
土
器
を
出
土
し
た
蛭
畑
遺
跡
の
概
要
と
過
去
に
実
施
さ
れ
た
同

遺
跡
の
調
査
内
容
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。

横
須
賀
市
小
矢
部
一
丁
目
一
三
七
四
他
に
所
在
す
る
蛭
畑
遺
跡
は
、
『
神
奈
川

県
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
台
帳
」
並
び
に
『
神
奈
川
県
遺
跡
分
布
地
図
』
に
よ
れ
ば
、

周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
で
あ
る
横
須
賀
市
恥
五
一
（
縄
文
時
代
及
び
弥
生
時

（

焔

）

代
の
集
落
跡
・
墓
地
）
に
該
当
し
て
い
る
。
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
平
作
川

中
流
域
右
岸
の
標
高
四
○
～
六
○
ｍ
ほ
ど
の
丘
陵
上
に
位
置
し
、
沖
積
地
を
眼
下

に
の
ぞ
む
こ
と
が
で
き
る
（
図
３
）
・

遺
跡
発
見
の
経
緯
は
、
丘
陵
の
西
側
部
分
で
宅
地
造
成
工
事
が
計
画
さ
れ
、
昭

和
三
七
年
（
一
九
六
二
）
に
県
立
横
須
賀
高
校
の
生
徒
が
工
事
中
に
多
く
の
土
器

片
と
Ｖ
字
状
の
溝
を
発
見
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
昭
和
三
七
年
五
月
と
翌
年
一
二

月
に
は
、
遺
物
の
散
布
す
る
約
二
○
○
○
㎡
の
う
ち
、
約
六
○
㎡
の
範
囲
を
対
象

（

略

）

に
横
須
賀
考
古
学
会
に
よ
る
緊
急
調
査
（
第
一
次
調
査
）
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の

（

ｒ

）

結
果
、
竪
穴
住
居
三
軒
（
こ
の
内
一
軒
は
確
認
の
み
で
未
調
査
）
、
溝
状
遺
構
（
断

面
Ｖ
字
状
）
一
条
を
発
見
し
、
出
土
遺
物
か
ら
本
遺
跡
が
弥
生
時
代
中
期
後
葉
（
宮

ノ
台
期
）
の
集
落
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
な
お
、
発
見
さ
れ
た
遺
構
の

内
二
号
住
居
趾
は
、
床
面
に
木
炭
・
灰
等
が
散
乱
し
、
南
東
側
に
は
厚
さ
約
三
○

ｍ
の
焼
土
の
堆
積
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
火
災
に
よ
る
も
の
と
判
断
さ
れ
た
。

に
、
破
片
を
接
合
し
て
い
る
割
れ
口
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
発
泡
し
て
い
る
状
態

が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
当
該
土
器
の
破
片
化
し
た
時
期
は
、
二
次
的
な

被
熱
を
受
け
る
以
前
の
こ
と
と
理
解
さ
れ
る
。

蛭
畑
遺
跡
の
概
要
と
既
往
の
調
査

図3蛭畑遺跡(アミフセ部分） と周辺の地形〔文献63より転載〕
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し
か
し
な
が
ら
、
十
分
な
調
査
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
工
事
は
進
め
ら
れ
、
多
く
の

遺
物
が
路
頭
に
散
乱
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
遺
物
の
一
部
は
、
付
近
の

住
民
や
児
童
生
徒
に
よ
り
採
集
さ
れ
、
そ
の
中
に
今
回
報
告
す
る
人
面
付
土
器
も

（

肥

）

含
ま
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
第
一
次
調
査
で
出
土
し
た
、
並
び
に
工
事
中
に
採
集

さ
れ
た
遺
物
に
つ
い
て
は
、
『
新
横
須
賀
市
史
』
別
編
（
考
古
）
の
記
載
に
よ
る
と
、

壺
形
土
器
、
甕
形
土
器
、
浅
鉢
形
土
器
、
人
面
付
土
器
等
の
土
器
類
の
ほ
か
、
挟

入
石
斧
、
有
孔
磨
製
石
鍼
、
勾
玉
等
の
石
器
・
石
製
品
が
見
ら
れ
る
（
図
四
）
。
な
お
、

（

四

）

こ
れ
ら
の
一
部
は
、
現
在
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
丘
陵
東
部
分
の
開
発
が
計
画
さ
れ
、
昭
和
六
一
年
二
九
八
六
）
に

は
約
六
一
七
○
㎡
を
対
象
と
し
て
、
ひ
る
畑
遺
跡
発
掘
調
査
団
に
よ
る
事
前
調
査

（

釦

）

（
第
二
次
調
査
）
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
平
作
川
へ
向
か
っ
て
張
り
出
す

丘
陵
の
上
・
中
・
下
段
に
お
い
て
、
弥
生
時
代
中
期
後
葉
（
宮
ノ
台
期
）
の
集

落
（
竪
穴
住
居
二
八
軒
）
と
墓
地
（
方
形
周
溝
墓
五
基
）
、
後
期
前
葉
（
久
ヶ
原
期
）

の
集
落
（
竪
穴
住
居
三
軒
）
等
が
確
認
さ
れ
た
（
図
五
）
。
出
土
遺
物
は
、
壺
形
土
器
、

甕
形
土
器
、
浅
鉢
形
土
器
の
土
器
類
や
、
扁
平
片
刃
石
斧
、
柱
状
片
刃
石
斧
、
太

形
蛤
刃
石
斧
、
ノ
ミ
形
石
斧
、
敲
石
、
磨
石
、
台
石
、
砥
石
な
ど
の
石
器
類
が
見

ら
れ
る
（
図
六
）
。
発
見
さ
れ
た
遺
構
の
内
、
一
辺
が
約
二
○
ｍ
の
方
形
周
溝
墓
（
三

号
墓
）
は
三
浦
半
島
で
最
大
規
模
を
誇
り
、
ま
た
出
土
遺
物
の
示
す
年
代
等
か
ら

は
、
一
時
期
に
一
○
軒
を
超
え
る
竪
穴
住
居
の
存
在
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
以
上
、

丘
陵
西
半
部
の
様
相
が
不
分
明
な
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
成
果
か
ら
は
、
本

遺
跡
が
弥
生
時
代
中
期
後
葉
に
お
け
る
長
期
的
、
継
続
型
の
集
落
及
び
墓
地
で
構

成
さ
れ
た
、
平
作
川
中
流
域
を
中
心
と
す
る
地
域
の
拠
点
と
し
て
存
在
し
て
い
た

も
の
と
評
価
さ
れ
る
。

「
人
面
付
土
器
」
と
は
、
東
日
本
の
弥
生
時
代
中
期
に
出
現
し
た
壺
の
頸
に
顔

を
付
け
た
土
器
を
包
括
す
る
概
念
で
あ
る
が
、
石
川
日
出
志
氏
は
人
面
付
土
器
を

二
種
類
に
区
別
し
、
顔
面
付
土
器
や
顔
壺
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
含
め
た
東
日
本
、

特
に
関
東
地
方
に
集
中
し
て
見
ら
れ
る
も
の
を
「
人
面
付
土
器
Ａ
」
と
し
、
こ
れ

ら
と
は
表
現
を
異
に
し
、
線
刻
人
面
土
器
を
含
め
た
西
日
本
的
な
も
の
を
「
人
面

（

別

）

付
土
器
Ｂ
」
と
し
た
。
一
方
、
黒
沢
浩
氏
は
人
面
付
土
器
と
顔
面
付
土
器
を
予
め

区
別
し
た
上
で
、
さ
ら
に
人
面
付
土
器
を
「
人
面
に
細
沈
線
な
ど
の
装
飾
を
施
し

（

マ

マ

）

て
鯨
面
と
お
ぼ
し
き
表
現
を
と
り
、
ま
た
顎
に
相
当
す
る
ラ
イ
ン
に
髭
状
の
隆
帯

を
つ
け
た
り
し
て
い
る
も
の
（
人
面
付
土
器
Ａ
ご
と
「
人
面
に
装
飾
的
な
文
様

が
な
く
、
鼻
筋
の
通
っ
た
顔
だ
ち
の
も
の
（
人
面
付
土
器
Ｂ
こ
の
二
種
に
分
類

（

蛇

）

し
て
い
る
。
蛭
畑
遺
跡
出
土
の
人
面
付
土
器
は
、
黒
沢
氏
の
分
類
に
従
え
ば
、
「
人

面
付
土
器
Ｂ
」
に
区
分
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
資
料
以
外
で
現
在
ま
で

に
確
認
さ
れ
た
人
面
付
土
器
Ｂ
に
含
ま
れ
る
事
例
は
、
静
岡
県
静
岡
市
駿
河
区
有

東
遺
跡
、
長
野
県
佐
久
市
西
一
本
柳
遺
跡
、
千
葉
県
市
原
市
三
嶋
台
遺
跡
（
郡
本

遺
跡
群
三
嶋
台
地
区
）
、
神
奈
川
県
横
浜
市
鶴
見
区
上
台
遺
跡
、
群
馬
県
渋
川
市

（

郡

）

有
馬
遺
跡
、
群
馬
県
高
崎
市
小
八
木
志
志
貝
戸
遺
跡
の
六
例
が
あ
り
、
い
ず
れ
も

東
日
本
地
域
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
以
下
、
各
事
例
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

静
岡
県
・
有
東
遺
跡
出
土
例
は
、
第
八
次
調
査
で
人
面
付
土
器
が
河
道
か
ら
出

（

型

）

土
し
て
い
る
（
図
七
’
一
・
二
）
。
本
資
料
は
顔
面
下
半
部
～
左
側
面
に
か
け
て

の
破
片
で
、
左
耳
と
鼻
が
貼
り
付
け
、
口
は
切
込
み
に
よ
り
表
現
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
耳
の
中
央
に
は
貫
通
孔
が
一
個
、
鼻
孔
も
あ
け
ら
れ
て
い
る
。
顎
が

蛭
畑
遺
跡
出
土
人
面
付
土
器
の
類
似
例
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図7人面付土器Bの類例(1) S=1/3

や
や
突
出
し
、
頬
に
は
沈
線
が
見
ら
れ
る
。
左
頬
上
端

部
に
見
ら
れ
る
沈
線
は
鼻
根
の
付
近
か
ら
斜
め
下
方

へ
と
緩
や
か
に
伸
び
て
い
る
た
め
、
こ
れ
が
目
の
周
囲

の
二
重
表
現
の
痕
跡
と
も
推
測
さ
れ
る
。
本
資
料
の
年

代
は
、
伴
出
し
た
土
器
か
ら
弥
生
時
代
中
期
後
葉
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

長
野
県
・
西
一
本
柳
遺
跡
出
土
例
は
、
竪
穴
住
居
の

覆
土
上
面
か
ら
人
面
付
土
器
の
頭
部
～
頚
部
に
か
け

て
の
個
体
が
出
土
し
て
い
る
（
図
七
’
三
）
。
欠
損
し

て
い
る
頚
部
よ
り
下
位
は
確
認
さ
れ
ず
、
残
存
す
る
範

（

路

）

囲
で
の
欠
損
も
僅
か
と
な
る
。
報
文
で
は
現
存
高
が
約

一
二
ｍ
と
さ
れ
て
お
り
、
や
や
細
面
の
頭
頂
部
に
は

径
約
三
ｍ
の
口
縁
部
（
開
口
部
）
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

耳
と
鼻
は
貼
り
付
け
、
目
と
口
は
割
り
貫
き
に
よ
り
表

現
さ
れ
て
い
る
。
両
側
の
耳
に
は
二
孔
ず
つ
貫
通
孔
が

あ
り
、
鼻
孔
は
認
め
ら
れ
な
い
。
両
目
の
上
側
に
は
沈

線
に
よ
る
二
重
表
現
を
施
し
、
瞼
も
し
く
は
眉
を
表

現
し
て
お
り
、
口
の
穿
孔
は
縦
に
長
い
二
孔
で
表
現

さ
れ
、
歯
を
表
現
し
た
も
の
か
中
央
に
は
縦
方
向
の

仕
切
り
を
残
す
。
頭
部
に
は
四
条
の
突
帯
を
巡
ら
せ
、

側
頭
部
か
ら
後
頭
部
に
か
け
て
部
分
的
に
刻
み
目
を

入
れ
る
。
ま
た
、
左
頬
か
ら
下
顎
に
か
け
て
赤
彩
の
痕

跡
が
認
め
ら
れ
る
。
本
資
料
の
年
代
は
、
伴
出
し
た
土

－8(）一
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器
か
ら
弥
生
時
代
中
期
後
葉
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

千
葉
県
・
三
嶋
台
遺
跡
出
土
例
は
、
耕
作
中
の
不
時
発
見
で
あ
る
た
め
、

（

妬

）

蛭
畑
遺
跡
例
と
同
様
に
出
土
状
況
や
関
連
遺
物
の
詳
細
が
不
明
で
あ
る
（
図

七
’
四
）
。
本
資
料
は
、
多
量
の
貝
殻
と
と
も
に
発
見
さ
れ
、
貝
層
中
に
は

人
骨
や
土
器
片
が
含
ま
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
形
状
は
壺
形
土
器
に
や
や
左

側
に
首
を
傾
げ
た
よ
う
な
人
面
（
人
頭
部
）
と
腕
が
造
形
さ
れ
た
「
人
面
付

土
器
」
と
な
る
。
他
例
に
比
し
て
か
な
り
小
型
の
も
の
で
、
高
さ
が
約
一
七

・
九
叫
胴
部
最
大
径
は
約
二
・
四
叩
頭
部
は
高
さ
、
幅
と
も
に
五
ｍ

程

度

と

な

り

、

左

耳

、

右

腕

、

左
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~
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Ｉ
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腕
の
肘
か
ら
手
の
部
分
を
欠
損
す

る
。
耳
と
鼻
は
貼
り
付
け
、
目
と

口
は
刺
突
に
よ
り
表
現
さ
れ
て
い

６ノー｜
｜
る
よ
う
で
あ
る
。
耳
に
は
一
孔
の

Ｓａ
貫
通
孔
が
あ
り
、
鼻
孔
も
あ
け
ら

舞
れ
て
い
る
。
目
の
周
囲
に
は
沈
線

のＢ
も
し
く
は
凹
み
に
よ
る
二
重
表
現

器士
が
な
さ
れ
、
頭
頂
部
に
見
ら
れ
る

付値
鍔
状
の
突
起
は
髪
形
も
し
く
は
被

８
り
物
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら

図
れ
る
。
ま
た
、
胸
部
に
当
た
る
壺

の
胴
部
上
半
に
は
複
数
の
沈
線
に

よ
る
弧
状
の
装
飾
が
見
ら
れ
、
頭

頂
部
に
は
径
約
一
・
七
ｍ
の
不
整
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（

訂

）

円
形
と
な
る
開
口
部
が
造
作
さ
れ
る
。
な
お
、
眼
窩
の
周
辺
及
び
胴
部
下
半
に
は

赤
彩
が
見
ら
れ
ず
、
頸
部
か
ら
胸
部
と
し
た
付
近
の
赤
彩
は
垂
線
を
伴
う
様
態
を

（

錦

）

示
す
。
本
資
料
の
年
代
は
、
伴
出
土
器
及
び
人
面
付
土
器
の
有
す
る
特
徴
か
ら
弥

生
時
代
中
期
後
葉
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。（酌

）

神
奈
川
県
・
上
台
遺
跡
出
土
例
は
、
報
文
に
よ
る
と
楕
円
形
を
呈
す
る
ピ
ッ

ト
（
約
一
・
一
×
○
・
八
ｍ
）
か
ら
、
部
分
的
に
残
っ
た
木
炭
と
と
も
に
出
土
し

て
い
る
（
図
八
’
一
～
三
）
。
高
さ
約
三
三
四
口
径
約
一
○
ｍ
の
壺
形
土
器
は
、

（

鋤

）

頚
部
か
ら
上
位
が
球
状
の
瓢
形
を
呈
し
、
表
面
に
は
顔
面
が
付
く
。
眉
、
耳
、
鼻

は
貼
り
付
け
、
目
と
口
の
造
作
は
割
り
貫
き
に
よ
り
表
現
さ
れ
る
。
両
耳
に
は
各

二
孔
ず
つ
貫
通
孔
が
あ
り
、
刺
突
に
よ
る
鼻
孔
も
あ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
人

面
の
頭
部
と
頚
部
に
は
円
形
浮
文
を
列
状
に
貼
り
付
け
、
頭
部
、
頚
部
、
胴
部
に

は
羽
状
縄
文
に
よ
る
帯
状
の
装
飾
が
施
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
施
文
帯
を
除

く
外
面
及
び
口
縁
部
内
面
に
は
赤
彩
が
確
認
さ
れ
る
。
本
資
料
の
年
代
は
、
伴
出

し
た
土
器
か
ら
弥
生
時
代
後
期
前
葉
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

群
馬
県
・
有
馬
遺
跡
出
土
例
は
、
礫
床
墓
の
南
側
一
ｍ
の
位
置
よ
り
頭
部
を
や

や
低
く
し
て
伏
せ
ら
れ
た
状
態
で
出
土
し
、
底
部
破
片
が
北
側
に
位
置
す
る
礫
床

墓
の
周
溝
か
ら
も
発
見
さ
れ
て
い
る
（
図
八
’
四
）
。
本
資
料
の
形
状
を
踏
ま
え
、

（

釦

）

報
文
で
は
「
人
物
形
土
器
」
と
呼
称
し
て
い
る
。
高
さ
が
約
三
六
・
五
叫
胴
部

最
大
径
は
約
一
四
ｍ
と
な
り
、
頭
部
に
は
帯
状
の
冠
（
結
髪
も
し
く
は
雷
？
）
が

付
く
。
眉
の
表
現
は
見
ら
れ
ず
、
頭
部
の
冠
及
び
耳
・
鼻
は
貼
り
付
け
、
目
と
口

は
割
り
貫
き
に
よ
り
表
現
さ
れ
て
い
る
。
両
側
の
耳
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
孔
ず
つ
貫

通
孔
が
見
ら
れ
、
鼻
孔
も
あ
け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
唇
も
表
現
さ
れ
る
。
頚
部
は

造
作
さ
れ
ず
、
胴
部
と
頭
部
の
境
付
近
に
お
い
て
や
や
後
方
に
開
い
た
腕
を
接
合

し
て
お
り
（
左
腕
は
欠
損
）
、
腕
の
先
端
に
は
三
本
の
指
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

胴
部
背
面
は
下
部
を
残
し
て
欠
損
し
、
頭
部
の
一
部
及
び
手
の
部
分
に
は
赤
彩
が

施
さ
れ
る
。
本
資
料
の
年
代
は
、
弥
生
時
代
後
期
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

群
馬
県
・
小
八
木
志
志
貝
戸
遺
跡
出
土
例
は
、
溝
、
土
器
棺
墓
に
よ
る
墓
域
付

近
及
び
土
器
捨
て
場
か
ら
出
土
し
た
破
片
が
接
合
し
て
い
る
（
図
八
’
五
）
。
形

（

蛇

）

状
的
に
は
群
馬
県
・
有
馬
遺
跡
例
に
類
似
す
る
が
、
報
文
で
は
「
人
面
付
土
器
」

と
呼
称
し
て
い
る
。
復
元
高
が
約
二
七
・
五
叩
復
元
胴
部
最
大
径
は
約
一
七
・

五
ｍ
と
な
り
、
頭
部
は
目
の
付
近
で
径
を
し
ぼ
っ
て
い
る
た
め
、
額
部
分
は
鍔
状

に
や
や
張
り
出
し
た
様
態
を
示
す
。
耳
と
鼻
は
貼
り
付
け
、
目
と
口
は
割
り
貫
き

に
よ
り
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
両
目
と
も
上
瞼
が
立
体
的
と
な
る
。
両
耳
は
部
分

的
に
欠
失
し
、
現
状
で
一
孔
ず
つ
貫
通
孔
が
認
め
ら
れ
る
。
鼻
孔
も
あ
け
ら
れ
、

口
は
下
側
の
一
部
が
辛
う
じ
て
残
っ
て
い
る
。
頭
部
下
半
～
胴
部
に
か
け
て
の
多

く
は
欠
損
し
、
頭
部
と
胴
部
中
位
に
赤
彩
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
有
馬
遺
跡
出

土
例
と
の
比
較
か
ら
は
、
欠
損
す
る
胴
部
上
半
に
腕
が
付
い
て
い
た
可
能
性
も
想

定
さ
れ
る
。
本
資
料
の
年
代
は
、
弥
生
時
代
後
期
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

以
上
、
人
面
付
土
器
Ｂ
の
事
例
は
個
々
の
様
態
差
が
大
き
く
、
時
期
的
に
は
中

期
後
葉
に
属
す
る
四
例
と
後
期
に
属
す
る
三
例
が
、
現
在
ま
で
に
認
め
ら
れ
る
。

蛭
畑
遺
跡
出
土
の
人
面
付
土
器
は
、
人
面
表
現
が
写
実
的
で
あ
る
た
め
、
東
日

（

認

）

本
弥
生
人
の
顔
を
模
し
た
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
他
方
、
顔
面
に
赤
色
塗
彩
が

施
さ
れ
、
鯨
面
表
現
も
見
ら
れ
な
い
点
で
は
、
東
日
本
弥
生
時
代
の
人
面
付
土
器

の
中
で
も
特
異
な
存
在
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
。
当
該
地
域
の
同
時
代
に

蛭
畑
遺
跡
出
土
人
面
付
土
器
の
再
検
討

－82－



は
な
い
。
そ
の
た
め
、
資
料
の
僅
少
さ
は
否

め
な
い
も
の
の
、
こ
こ
で
は
先
に
概
観
し
た

類
似
例
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
若
干
で
は
あ

る
が
本
資
料
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
た
い
。

蛭
畑
遺
跡
出
土
例
と
人
面
表
現
及
び
そ
の

造
作
等
で
近
似
す
る
も
の
と
し
て
は
、
帰
属

時
期
を
ほ
ぼ
同
じ
く
す
る
千
葉
県
・
三
嶋
台

遺
跡
出
土
例
及
び
静
岡
県
・
有
東
遺
跡
出
土

例
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
先
に
挙
げ
た
六
例
中
、

破
片
の
た
め
顔
面
の
様
態
が
一
部
し
か
判
明

し
な
い
有
東
遺
跡
出
土
例
を
除
け
ば
、
い
ず

れ
も
頭
部
に
装
飾
乃
至
造
形
が
見
ら
れ
、
蛭

畑
遺
跡
出
土
例
の
よ
う
な
剃
髪
状
の
も
の
は

認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
蛭
畑
遺
跡
出
土
例

に
見
る
人
面
表
現
の
う
ち
、
装
飾
的
な
施
文

部
分
以
外
の
目
、
鼻
、

口
、
耳
と
い
っ
た
個

別
部
位
の
形
状
な
ど

は
、
黒
沢
氏
の
分
類

で
言
う
「
人
面
付
土

お
け
る
人
面
付
土
器
（
顔
面
付
土
器
）
は
、
鯨
面
装
飾
を
持
ち
、
弥
生
時
代
中

期
前
葉
か
ら
中
期
中
葉
に
か
け
て
主
体
的
に
認
め
ら
れ
る
が
、
蛭
畑
遺
跡
出
土

例
を
含
む
中
期
後
葉
か
ら
後
期
に
属
す
る
事
例
は
然
程
多
く
見
ら
れ
る
も
の
で

~一

~′
~′

~‘

f

1 1

0 10cm

図9栃木県・大塚古墳群内遺跡SK-16出土の人面付土器A S=1/4 [文献53より転載〕

（

弱

）

う
こ
と
を
想
定
で
き
る
。
現
状

に
お
け
る
蛭
畑
遺
跡
出
土
例
の

残
存
状
況
（
痕
跡
等
）
か
ら
は
、

そ
の
積
極
的
な
証
左
を
得
ら
れ

な
い
も
の
の
、
お
そ
ら
く
は
後
頭

部
も
し
く
は
頭
頂
部
の
後
方
寄

り
の
部
分
に
開
口
部
が
存
在
し

（

妬

）

た
と
考
え
た
い
。

次
に
、
蛭
畑
遺
跡
出
土
人
面

付
土
器
の
使
用
形
態
及
び
性
格

に
つ
い
て
は
、
既
に
神
沢
氏
の

器
Ａ
」
に
該
当
す
る
栃
木
県
栃
木
市
大
塚
古
墳
群
内
遺
跡
Ｓ
Ｋ
Ｉ
一
六
出
土
の
人

（

弘

）

面
付
土
器
（
図
九
）
に
比
較
的
近
似
し
て
い
る
。
当
該
例
は
土
坑
墓
か
ら
の
出
土

で
あ
り
、
竪
穴
住
居
よ
り
発
見
さ
れ
た
長
野
県
・
西
一
本
柳
遺
跡
出
土
例
と
同
様
、

頭
頂
部
の
開
口
し
た
頭
部
～
頚
部
の
個
体
と
な
る
。
年
代
は
伴
出
し
た
土
器
か
ら

弥
生
時
代
中
期
後
葉
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

蛭
畑
遺
跡
出
土
例
の
本
来
的
様
態
に
つ
い
て
、
欠
損
す
る
頚
部
よ
り
下
位
の
形
状

を
復
元
す
る
に
際
し
て
は
、
三
嶋
台
遺
跡
出
土
例
及
び
上
台
遺
跡
出
土
例
の
形
状
が

非
常
に
示
唆
的
で
あ
る
。
前
者
の
よ
う
に
腕
が
付
く
か
否
か
は
別
と
し
て
も
、
頚
部

よ
り
下
位
は
両
例
と
同
様
に
壺
形
土
器
の
形
状
を
呈
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
（
図

一
○
）
。
さ
ら
に
、
同
じ
中
期
後
葉
に
属
す
る
三
嶋
台
遺
跡
出
土
例
、
西
一
本
柳
遺

跡
出
土
例
、
大
塚
古
墳
群
内
遺
跡
出
土
例
と
の
対
比
か
ら
は
、
人
面
表
現
と
は
異
な

る
機
能
的
造
作
と
い
う
点
に
お
い
て
、
頭
頂
部
付
近
に
開
口
部
が
存
在
し
た
で
あ
る

図10蛭畑遺跡出土人面付土器の想定復元
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報
文
以
来
、
内
容
は
不
明
瞭
な
部
分
が
多
い
な
が
ら
も
、
集
落
か
ら
出
土
す
る
と

い
う
事
実
に
照
ら
し
、
弥
生
時
代
中
期
後
葉
以
前
の
、
再
葬
墓
と
関
連
す
る
人
面

（

釘

）

付
土
器
等
と
は
区
別
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
。
蛭
畑
遺
跡
出
土
例
の
使
用
形
態
に

つ
い
て
神
沢
氏
は
、
第
一
次
調
査
で
発
見
さ
れ
た
火
災
の
痕
跡
を
留
め
る
竪
穴
住

居
の
存
在
か
ら
、
日
常
の
使
用
を
想
定
し
難
い
こ
の
種
の
土
器
を
「
な
ん
ら
か
の

（

マ

マ

）

理
由
で
墓
曠
外
ｌ
お
そ
ら
く
は
住
居
内
ｌ
に
置
か
れ
て
い
た
時
に
火
災
を
蒙
っ

た
」
と
し
て
想
定
し
た
が
、
蛭
畑
遺
跡
出
土
例
で
は
土
器
の
割
れ
口
部
分
に
お
い

て
も
二
次
的
な
被
熱
に
よ
る
発
泡
の
痕
跡
を
認
め
得
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
被
熱

時
に
は
既
に
破
片
化
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
さ
ら
に
は
有
東
遺
跡
出
土
例
、

西
一
本
柳
遺
跡
出
土
例
、
大
塚
古
墳
群
内
遺
跡
出
土
例
を
含
め
、
同
一
個
体
と
な

る
他
の
部
位
の
破
片
が
発
見
さ
れ
な
い
と
い
う
状
況
を
鑑
み
た
時
に
、
こ
れ
が
人

面
付
土
器
と
い
う
特
別
な
土
器
を
使
用
す
る
何
ら
か
の
行
為
に
伴
い
、
意
図
的
に

破
損
も
し
く
は
破
砕
し
た
結
果
と
も
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
図
的
に
土

器
を
破
損
す
る
行
為
自
体
は
、
後
期
に
属
す
る
類
似
例
の
中
に
も
そ
の
存
在
を
認

（

銘

）

め
る
こ
と
が
で
き
、
人
面
付
土
器
Ｂ
の
出
土
状
態
か
ら
は
、
使
用
さ
れ
る
場
所
も

多
様
で
あ
り
、
埋
葬
や
住
居
の
廃
絶
等
に
伴
う
非
日
常
的
な
行
為
に
使
用
さ
れ
た

と
も
思
料
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
一
部
は
遺
棄
後
の
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
本

来
使
用
さ
れ
た
場
所
と
は
異
な
る
位
置
へ
移
動
、
流
出
し
た
状
態
を
留
め
て
い
る

（

胡

）

と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
蛭
畑
遺
跡
出
土
例
は
採
集
品
の
た
め
、
出
土
状
態
に

基
づ
く
検
討
は
困
難
で
あ
る
が
、
第
二
次
調
査
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
方
形
周
溝

墓
の
存
在
か
ら
は
、
使
用
さ
れ
た
場
所
が
必
ず
し
も
竪
穴
住
居
に
限
定
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
一
方
で
平
作
川
中
流
域
の
中
核
集
落
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
と
い

う
事
実
は
、
そ
の
稀
少
性
と
と
も
に
当
該
地
で
集
落
・
墓
地
を
形
成
し
て
い
た
集

今
回
、
蛭
畑
遺
跡
出
土
の
人
面
付
土
器
に
つ
い
て
改
め
て
資
料
化
を
行
い
、
近

年
に
お
け
る
類
似
例
及
び
関
連
資
料
の
増
加
を
踏
ま
え
た
若
干
の
検
討
を
試
み
た

が
、
最
後
に
本
資
料
を
含
む
人
面
付
土
器
Ｂ
の
出
現
と
系
譜
の
背
景
を
巡
る
昨
今

の
研
究
状
況
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

東
日
本
に
お
け
る
人
面
の
表
出
・
表
現
が
見
ら
れ
る
土
器
に
つ
い
て
は
、
弥
生

時
代
再
葬
墓
研
究
の
進
展
に
よ
り
、
弥
生
時
代
中
期
前
葉
～
中
葉
の
時
期
を
主
体

に
二
部
は
後
葉
ま
で
）
展
開
し
た
土
偶
形
容
器
（
容
器
形
土
偶
）
・
人
面
付
土

器
Ａ
・
顔
面
付
土
器
等
の
衰
退
後
に
、
こ
れ
ら
と
は
様
態
、
す
な
わ
ち
系
譜
を
異

に
す
る
人
面
付
土
器
Ｂ
が
登
場
し
て
く
る
と
い
う
構
図
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て

（

㈹

）

お
り
、
こ
の
変
化
自
体
は
弥
生
時
代
中
期
中
葉
頃
を
境
に
壺
再
葬
墓
か
ら
方
形
周

溝
墓
へ
と
替
わ
る
東
日
本
の
同
時
代
墓
制
の
変
容
に
関
連
し
た
動
き
と
し
て
理
解

（

牡

）

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
日
本
地
域
の
壺
再
葬
墓
制
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
人
面

付
土
器
が
、
方
形
周
溝
墓
と
い
う
新
た
な
墓
制
を
採
用
し
た
後
も
一
部
で
製
作
・

使
用
さ
れ
続
け
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
文
化
（
農
耕
文
化
）
や
墓
制

の
流
入
に
よ
る
変
化
の
中
で
、
旧
来
の
ス
タ
イ
ル
を
変
質
さ
せ
な
が
ら
も
継
承
し

（

蝿

）

て
い
た
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

蛭
畑
遺
跡
出
土
の
人
面
付
土
器
は
、
採
集
資
料
で
あ
る
た
め
、
出
土
状
態
及
び
具

体
の
使
用
形
態
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
も
の
の
、
そ
の
様
態
さ
ら
に
は
方

形
周
溝
墓
を
伴
う
集
落
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
と
い
う
点
で
、
本
来
的
に
は
か
か
る
変

化
に
伴
う
一
様
相
を
示
す
事
例
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

団
の
性
格
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

お
わ
り
に
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赤
彩
は
、
胸
部
に
当
た
る
部
分
の
沈
線
と
平
行
し
て
弧
状
を
呈
す
る
も
の
と
、
そ
こ

か
ら
下
方
に
垂
れ
る
も
の
が
見
ら
れ
、
こ
れ
が
装
飾
品
も
し
く
は
文
身
の
表
現
で
あ

る
と
も
推
測
さ
れ
る
。

文
献
２
に
よ
る
。
な
お
、
異
な
る
実
測
図
が
文
献
１
．
７
．
９
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

神
奈
川
県
指
定
文
化
財
の
指
定
に
係
る
説
明
資
料
で
は
、
各
部
の
計
測
値
を
「
器
高

三
一
・
七
叩
人
面
部
幅
一
二
・
九
叫
胴
部
最
大
幅
一
九
・
四
叫
底
径
七
・
四

四
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
文
献
銘
で
は
、
計
測
値
が
「
口
径
一
二
叫
高
三
二
四

と
し
て
い
る
ほ
か
、
出
土
状
況
に
つ
い
て
も
、
文
献
２
の
記
載
に
見
ら
れ
な
い
「
地

下
一
メ
ー
ト
ル
、
黒
色
土
と
ロ
ー
ム
士
の
境
い
目
か
ら
顔
面
を
下
に
向
け
た
状
態
で

出
土
し
鼻
と
左
耳
は
と
れ
て
い
た
」
と
の
記
載
が
あ
る
。

文
献
弱
に
よ
る
。

文
献
醜
に
よ
る
。

文
献
ｕ
・
肥
・
岨
・
認
・
型
・
説
な
ど
。
ま
た
、
写
実
的
な
人
物
表
現
か
ら
は
時
代

を
超
え
た
人
物
埴
輪
と
対
比
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
こ
れ
が
感
性
に
よ
る
比
較
で

し
か
な
い
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。

文
献
弱
に
よ
る
。

本
資
料
に
お
け
る
開
口
部
の
存
在
は
、
先
に
ふ
れ
た
頭
部
内
面
右
上
方
に
あ
る
、
粘

土
の
重
な
り
の
表
面
に
見
え
る
指
押
さ
え
の
痕
跡
や
頭
頂
部
付
近
に
お
け
る
内
面
の

成
形
状
態
か
ら
も
想
定
さ
れ
る
。

人
面
付
土
器
Ｂ
に
見
ら
れ
る
開
口
部
自
体
は
、
中
期
中
葉
ま
で
主
体
と
な
っ
て
い
た

人
面
付
土
器
類
か
ら
継
承
さ
れ
た
特
徴
の
一
つ
と
し
て
認
識
さ
れ
る
が
、
使
用
形
態

自
体
が
異
な
る
前
提
を
有
す
る
中
で
、
こ
れ
が
単
な
る
形
状
模
倣
で
あ
っ
た
可
能
性

も
あ
る
。
な
お
、
後
期
に
属
す
る
人
面
付
土
器
Ｂ
の
う
ち
、
有
馬
遺
跡
出
土
例
及
び

小
八
木
志
志
貝
戸
遺
跡
出
土
例
の
頭
頂
部
に
は
開
口
部
の
存
在
を
確
認
で
き
ず
、
こ

の
二
例
が
他
の
人
面
付
土
器
Ｂ
と
比
べ
て
「
人
物
形
土
器
」
と
も
呼
称
す
る
こ
と
の

可
能
な
様
態
を
示
す
こ
と
か
ら
、
本
来
的
に
は
開
口
部
が
存
在
し
な
か
っ
た
か
、
も

し
く
は
欠
損
部
と
し
て
い
る
接
合
破
片
の
無
い
箇
所
（
例
え
ば
背
面
な
ど
）
に
開
口

部
が
存
在
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

文
献
９
．
配
・
虹
・
灯
で
は
そ
の
性
格
に
つ
い
て
、
東
日
本
に
お
け
る
他
の
人
面
土

器
の
事
例
と
同
様
に
、
「
葬
礼
用
の
土
器
」
、
「
死
者
用
に
特
別
に
つ
く
ら
れ
た
壺
」
、
「
骨

を
入
れ
て
い
た
容
器
」
、
「
遺
骸
を
葬
る
さ
い
の
骨
壺
」
と
し
て
考
え
て
い
る
。

引
用
・
参
考
文
献

（
１
）
小
林
行
雄
・
杉
原
荘
介
編
（
日
本
考
古
学
協
会
弥
生
式
土
器
文
化
総
合
研
究
特
別
委

員
会
）
一
九
六
一
「
弥
生
式
土
器
集
成
本
編
』
第
二
、
弥
生
式
土
器
集
成
刊
行
会

（
２
）
坂
詰
秀
一
・
関
俊
彦
一
九
六
二
「
弥
生
後
期
の
人
面
土
器
に
つ
い
て
」
「
考
古
学

雑
誌
」
第
四
八
巻
第
一
号
、
日
本
考
古
学
会

（
３
）
神
沢
勇
一
一
九
六
四
「
横
須
賀
市
・
ひ
る
畑
遺
跡
調
査
略
報
」
「
横
須
賀
考
古
学
会

年
報
」
九
（
謄
写
版
）
、
横
須
賀
考
古
学
会

（
４
）
神
沢
勇
一
一
九
六
七
「
神
奈
川
県
・
ひ
る
畑
遺
跡
出
土
の
人
面
土
器
」
（
シ
Ｑ
皇

国
但
馬
の
昌
厨
冒
億
①
号
の
８
く
①
爲
巴
呉
四
尉
号
翼
農
①
片
目
四
鴇
言
四
印
①
こ
「
考
古
学

集

刊

」

第

三

巻

第

三

号

、

東

京

考

古

学

会

（
５
）
神
沢
勇
一
一
九
六
八
「
神
奈
川
県
横
須
賀
市
ひ
る
畑
遺
跡
」
「
日
本
考
古
学
年
報
」

一
六
（
昭
和
三
八
年
度
版
）
、
日
本
考
古
学
協
会

（
６
）
横
須
賀
考
古
学
会
（
橋
本
良
雄
）
一
九
六
九
「
主
要
遺
跡
の
解
説
二
七
、
蛭
畑
遺

（
銘
）
有
馬
遺
跡
出
土
例
、
小
八
木
志
志
貝
戸
遺
跡
出
土
例
は
、
そ
の
出
土
状
態
及
び
復
元

さ
れ
た
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
意
図
的
な
破
損
（
砕
）
行
為
の
存
在
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、

上
台
遺
跡
出
土
例
も
、
頚
部
の
位
置
で
頭
部
と
胴
部
に
破
損
し
て
お
り
、
さ
ら
に
は

文
献
弱
の
出
土
状
況
に
関
す
る
記
述
に
従
え
ば
、
や
は
り
意
図
的
な
破
損
と
い
う
も

の
を
想
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

（
調
）
河
道
か
ら
発
見
さ
れ
た
有
東
遺
跡
出
土
例
に
は
摩
耗
痕
跡
が
見
ら
れ
ず
、
且
つ
同
一

個
体
と
な
る
他
の
部
位
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
小
八
木
志
志
貝
戸
遺
跡
出
土

例
は
、
墓
域
付
近
や
溝
底
か
ら
出
土
し
た
破
片
が
接
合
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

何
ら
か
の
行
為
に
伴
っ
て
破
砕
さ
れ
た
も
の
が
、
そ
の
後
に
川
や
溝
へ
と
流
出
し
た

可

能

性

も

指

摘

で

き

る

。

（
伽
）
文
献
蛆
に
よ
る
。
な
お
、
黒
沢
氏
は
東
日
本
で
人
面
付
土
器
Ｂ
が
成
立
す
る
要
因
と

し
て
、
西
日
本
に
お
け
る
人
面
表
現
の
土
製
品
と
の
関
係
性
を
想
定
し
て
い
る
。

（
４
）
石
川
日
出
志
「
第
Ⅱ
章
第
四
節
四
東
日
本
弥
生
墓
制
の
特
質
」
（
文
献
別
）
及
び
文

献

鮪

に

よ

る

。

（
蛇
）
設
楽
博
己
「
第
Ⅱ
章
第
三
節
五
土
偶
の
末
喬
」
（
文
献
別
）
及
び
文
献
別
に
よ
る
。

な
お
、
文
献
団
の
「
三
三
七
ひ
る
畑
遺
跡
出
土
人
面
付
土
器
」
の
写
真
は
、
左
右
が

反

転

し

て

い

る

。
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跡
」
『
か
な
が
わ
文
化
財
』
第
五
七
・
五
八
合
併
号
（
特
集
三
浦
半
島
の
古
代
文
化
展
）

神

奈

川

県

文

化

財

協

会

（
７
）
神
奈
川
県
立
博
物
館
一
九
六
九
「
神
奈
川
県
考
古
資
料
集
成
一
弥
生
式
土
器
』

（
８
）
神
奈
川
県
立
博
物
館
一
九
六
九
「
人
面
土
器
」
「
県
下
の
先
史
時
代
土
器
展
（
土
器

と
生
活
）
特
別
展
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
「
特
別
展
・
県
下
の
先
史
時
代
土
器
展
に
つ
い
て
」

「
神
奈
川
県
立
博
物
館
だ
よ
り
』
く
○
匡
三
品

（
９
）
神
奈
川
県
立
博
物
館
一
九
七
四
「
人
面
土
器
」
「
考
古
神
奈
川
県
立
博
物
館
展
示

解

説

シ

リ

ー

ズ

七

』

（

マ

マ

）

（
皿
）
神
澤
勇
一
一
九
七
五
「
器
形
と
用
途
（
顔
面
付
土
器
の
い
ろ
い
ろ
）
」
「
弥
生
式
土
器
」

ブ
ッ
ク
・
オ
ブ
・
ブ
ッ
ク
ス
日
本
の
美
術
●
四
四
、
小
学
館

（
Ⅱ
）
佐
原
眞
他
一
九
七
五
「
図
版
三
二
東
日
本
の
弥
生
人
の
顔
（
人
面
土
器
の
頭

部
）
」
『
古
代
史
発
掘
四
稲
作
の
始
ま
り
」
講
談
社

（
皿
）
須
田
勉
一
九
七
六
「
口
絵
人
面
土
器
解
説
」
「
古
代
』
第
五
九
・
六
○
合
併
号
、

早

稲

田

大

学

考

古

学

会

（
過
）
柴
田
俊
影
一
九
七
六
「
人
面
付
土
器
の
意
義
」
「
考
古
学
研
究
」
第
二
三
巻
第
二
号
、

考

古

学

研

究

会

（

マ

マ

）

（
Ｍ
）
神
澤
勇
一
他
一
九
七
八
「
口
絵
人
面
付
土
器
の
一
部
」
「
日
本
史
の
謎
と
発
見
一

日

本

人

の

先

祖

』

毎

日

新

聞

社

（
巧
）
神
奈
川
県
立
博
物
館
一
九
七
九
『
神
奈
川
県
立
博
物
館
人
文
部
門
資
料
目
録
（
二
）

考

古

資

料

目

録

』

（
略
）
赤
星
直
忠
一
九
七
九
「
八
○
ひ
る
畑
遺
跡
」
「
神
奈
川
県
史
』
資
料
編
二
○
（
考

古

資

料

）

（
Ⅳ
）
横
須
賀
市
教
育
委
員
会
一
九
七
九
「
横
須
賀
市
埋
蔵
文
化
財
分
布
地
図
・
地
名
表
』

（
肥
）
森
浩
一
一
九
七
九
「
日
本
的
生
活
の
芽
生
え
（
髪
形
と
入
れ
墨
）
」
「
図
説
日
本

文
化
の
歴
史
』
一
（
先
史
・
原
史
）
小
学
館

（
岨
）
工
楽
善
通
一
九
七
九
「
墓
へ
の
祈
り
」
「
日
本
の
原
始
美
術
三
弥
生
土
器
』
講
談
社

（
釦
）
坪
井
清
足
一
九
八
○
「
土
器
・
土
偶
・
埴
輪
（
土
器
に
み
る
人
体
の
表
現
）
」
『
原
始
．

古
代
の
美
術
土
器
と
埴
輪
」
日
本
美
術
全
集
第
一
巻
、
学
習
研
究
社

（
虹
）
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
編
纂
委
員
会
編
一
九
八
四
「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』

一

四

（

神

奈

川

）

角

川

書

店

（
鋸
）
森
浩
一
他
一
九
八
五
「
口
絵
弥
生
人
の
顔
（
人
面
形
土
器
）
」
「
日
本
の
古
代

一

倭

人

の

登

場

』

中

央

公

論

社

（
鋸
）
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館
一
九
八
六
「
弥
生
人
」
「
特
別
展
弥

生

人

の

四

季

」

（
型
）
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館
一
九
八
七
「
弥
生
人
」
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

弥

生

人

の

四

季

」

六

興

出

版

（
妬
）
石
川
日
出
志
一
九
八
七
「
一
二
土
偶
形
容
器
と
顔
面
付
土
器
」
「
弥
生
文
化
の
研

究

」

第

八

巻

（

祭

と

墓

と

装

い

）

雄

山

閣

（
妬
）
石
川
日
出
志
一
九
八
七
「
人
面
付
土
器
」
『
季
刊
考
古
学
』
第
一
九
号
（
特
集
・

弥

生

土

器

は

語

る

）

雄

山

閣

（
訂
）
浅
川
利
一
・
河
合
英
夫
一
九
八
七
「
一
三
．
横
須
賀
市
・
ひ
る
畑
遺
跡
の
調
査
」
「
第

二
回
神
奈
川
県
遺
跡
調
査
・
研
究
発
表
会
発
表
要
旨
』
第
二
回
神
奈
川
県

遺
跡
調
査
・
研
究
発
表
会
準
備
委
員
会

（
銘
）
佐
原
眞
一
九
八
七
「
農
耕
文
化
の
熟
成
」
喜
界
考
古
学
大
系
』
日
本
補
遺
編
、
天
山
舎

（
羽
）
河
合
英
夫
一
九
八
八
「
三
七
ひ
る
畑
」
『
第
九
回
三
県
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
東
日
本

の
弥
生
墓
制
ｌ
再
葬
墓
と
方
形
周
溝
墓
ｌ
」
群
馬
県
考
古
学
研
究
所
・
干
曲
川
水
系

古
代
文
化
研
究
所
・
北
武
蔵
古
代
文
化
研
究
会

（
釦
）
中
村
勉
一
九
八
八
「
蛭
畑
遺
跡
出
土
の
人
面
土
器
（
コ
ラ
ム
）
」
「
横
須
賀
市
史
」

~

上

、

横

須

賀

市

（
釦
）
十
菱
駿
武
一
九
八
八
「
遺
跡
・
博
物
館
探
訪
神
奈
川
県
（
人
の
顔
が
つ
い
た
壺
）
」

『
図
説
検
証
原
像
日
本
①
人
間
と
生
業
列
島
の
遠
き
祖
先
た
ち
」
旺
文
社

（
犯
）
横
須
賀
市
都
市
整
備
部
都
市
整
備
課
編
一
九
八
九
「
横
須
賀
の
町
名
一
九
八
九
」

横

須

賀

市

（
調
）
森
浩
一
一
九
八
九
「
さ
ま
ざ
ま
な
弥
生
人
の
顔
」
『
図
説
日
本
の
古
代
三
コ
メ

と
金
属
の
時
代
（
縄
文
時
代
晩
期
～
弥
生
時
代
）
』
中
央
公
論
社

（
弘
）
岩
永
省
三
一
九
八
九
「
弥
生
人
の
装
い
」
「
古
代
史
復
元
五
弥
生
人
の
造
形
』
講
談
社

（
弱
）
群
馬
県
教
育
委
員
会
・
財
団
法
人
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
一
九
九
○
「
有

馬
遺
跡
Ⅱ
』
弥
生
・
古
墳
時
代
編
、
財
団
法
人
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
発

掘

調

査

報

告

第

一

○

二

集

（
艶
）
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
編
一
九
九
○
「
四
１
（
三
）
弥
生
時
代
の
墓
横
須
賀
市

ひ
る
畑
遺
跡
」
『
神
奈
川
の
遺
跡
ｌ
先
土
器
か
ら
小
田
原
城
ま
で
ｌ
」
有
隣
堂

（
訂
）
大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
編
一
九
九
一
「
ひ
が
し
の
顔
」
『
弥
生
文
化
日
本
文
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化

の

源

流

を

さ

ぐ

る

』

平

凡

社

（
銘
）
伊
藤
寿
夫
一
九
九
一
「
静
岡
市
有
東
遺
跡
に
お
け
る
弥
生
時
代
集
落
の
検
討
」
『
静

岡
市
立
登
呂
博
物
館
館
報
』
二
ｌ
平
成
三
年
度
ｌ
静
岡
市
立
登
呂
博
物
館

（
釣
）
伊
藤
寿
夫
一
九
九
二
「
一
、
川
で
区
画
さ
れ
た
弥
生
時
代
の
集
落
ｌ
有
東
遺
跡
第

八
次
・
第
一
○
次
調
査
ｌ
」
「
平
成
四
年
度
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
会
「
静
岡
の

原
像
を
さ
ぐ
る
」
」
財
団
法
人
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所

（
伽
）
静
岡
市
教
育
委
員
会
一
九
九
二
「
有
東
遺
跡
（
第
八
次
）
」
『
静
岡
市
の
埋
蔵
文
化
財
』

平

成

二

年

度

発

掘

調

査

の

概

要

（
狐
）
中
村
勉
一
九
九
二
「
葬
る
」
「
赤
坂
遺
跡
に
み
る
遠
い
祖
先
の
く
ら
し
』
三
浦
市

埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
集
、
三
浦
市
教
育
委
員
会

（
盤
）
田
中
新
史
一
九
九
二
「
三
嶋
台
の
弥
生
人
」
「
土
筆
』
第
二
号
、
土
筆
舎

（
蛆
）
埼
玉
県
立
博
物
館
一
九
九
四
『
特
別
展
検
証
！
関
東
の
弥
生
文
化
’
一
粒
の
米

が

変

え

た

く

ら

し

ｌ

』

（
“
）
長
野
県
教
育
委
員
会
・
長
野
県
土
地
開
発
公
社
・
佐
久
市
教
育
委
員
会
一
九
九
四
「
西

一
本
柳
遺
跡
Ｉ
」
佐
久
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三
四
集

（
妬
）
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
一
九
九
五
「
人
面
土
器
」
『
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
展

示

解

説

書

」

（
妬
）
神
奈
川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
一
九
九
五
「
土
製
品
」
「
か
な
が
わ
の
弥
生
文

化
」
か
な
が
わ
の
遺
跡
展
展
示
図
録

（
々
）
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
一
九
九
六
「
人
面
土
器
」
「
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
総

合

案

内

」

（
蛤
）
黒
沢
浩
一
九
九
七
「
東
日
本
の
人
面
・
顔
面
」
「
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
恥

四
一
六
（
特
集
弥
生
時
代
の
顔
）
ニ
ュ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
社

（
⑱
）
橋
本
裕
行
一
九
九
七
「
弥
生
人
の
顔
ｌ
弥
生
時
代
の
考
古
資
料
に
表
れ
た
顔
に
つ

い
て
ｌ
」
『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
恥
四
一
六
（
特
集
弥
生
時
代
の
顔
）
ニ
ュ
ー
・

サ

イ

エ

ン

ス

社

（
印
）
設
楽
博
己
一
九
九
八
「
顔
か
ら
み
る
弥
生
び
と
の
精
神
」
「
第
三
回
特
別
展
顔
・

か
お
・
【
シ
○
ｌ
異
様
な
形
相
は
魔
除
け
の
願
い
‐
上
か
み
つ
け
の
里
博
物
館

（
別
）
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
一
九
九
九
「
新
弥
生
紀
行
ｌ
北
の
森
か
ら
南
の
海
へ
ｌ
』

朝

日

新

聞

社

（
兇
）
財
団
法
人
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
一
九
九
九
「
小
八
木
志
志
貝
戸
遺
跡

群
一
（
小
八
木
志
志
貝
戸
遺
跡
・
正
観
寺
西
原
遺
跡
・
菅
谷
石
塚
遺
跡
）
」
Ｉ
弥
生

時
代
編
、
財
団
法
人
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
調
査
報
告
第
二
五
六
集

（
記
）
栃
木
県
教
育
委
員
会
・
財
団
法
人
と
ち
ぎ
生
涯
学
習
文
化
財
団
二
○
○
一
「
大
塚

古
墳
群
内
遺
跡
・
塚
原
遺
跡
』
栃
木
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第
二
四
四
集

（
別
）
財
団
法
人
か
な
が
わ
考
古
学
財
団
・
秦
野
市
立
桜
土
手
古
墳
展
示
館
二
○
○
一
「
人

面
土
器
」
「
発
掘
さ
れ
た
か
な
が
わ
の
顔
』
巡
回
展
二
○
○
一
展
示
図
録

（
弱
）
大
島
慎
一
二
○
○
一
「
か
な
が
わ
の
弥
生
人
面
土
器
に
つ
い
て
」
「
か
な
が
わ
の
原

始
の
顔
・
古
代
の
顔
』
公
開
セ
ミ
ナ
ー
発
表
要
旨
、
財
団
法
人
か
な
が
わ
考
古
学
財
団

（
髄
）
伊
丹
徹
二
○
○
一
『
弥
生
時
代
の
顔
」
巡
回
展
二
○
○
一
（
発
掘
さ
れ
た
か
な

が

わ

の

顔

）

特

別

講

演

資

料

（
印
）
石
川
日
出
志
他
二
○
○
三
「
カ
ラ
ー
ロ
絵
顔
面
付
土
器
・
土
偶
形
容
器
」
「
考
古

資
料
大
観
』
第
一
巻
、
弥
生
・
古
墳
時
代
土
器
Ｉ
、
小
学
館

（
銘
）
川
口
徳
治
朗
二
○
○
五
「
一
七
人
面
付
土
器
（
後
期
と
『
特
別
展
重
要
文
化

財
ｌ
か
な
が
わ
考
古
展
ｌ
』
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館

（
弱
）
市
原
市
教
育
委
員
会
二
○
○
七
「
埋
文
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
第
一
話
三
島
台
遺
跡
の
人

面
付
土
器
秘
め
ら
れ
た
弥
生
人
の
想
い
」
「
発
掘
い
ち
は
ら
の
遺
跡
』
創
刊
号

（
帥
）
河
合
英
夫
二
○
○
八
「
蛭
畑
遺
跡
の
発
掘
調
査
ｌ
弥
生
時
代
の
遺
構
・
遺
物
を

中
心
に
ｌ
」
「
市
史
研
究
横
須
賀
』
第
七
号
、
横
須
賀
市

（
ａ
）
常
陸
大
宮
市
歴
史
民
俗
資
料
館
二
○
○
九
「
企
画
展
再
葬
墓
と
人
面
付
土
器
の

ふ

し

ぎ

』

（
蛇
）
横
山
太
郎
二
○
○
九
「
○
七
一
六
蛭
畑
（
ひ
る
ば
た
け
）
遺
跡
」
「
三
浦
半
島
考

古

学

事

典

』

横

須

賀

考

古

学

会

（
侭
）
中
村
勉
二
○
一
○
「
六
四
蛭
畑
（
ひ
る
ぱ
た
）
遺
跡
」
『
新
横
須
賀
市
史
』
別

編

（

考

古

）

、

横

須

賀

市

（
“
）
設
楽
博
己
二
○
二
「
三
章
男
と
女
の
弥
生
人
」
「
列
島
の
考
古
学
弥
生
時
代
』

河

出

書

房

新

社

（
髄
）
石
川
日
出
志
二
○
二
「
再
葬
墓
の
終
焉
と
祭
祀
」
『
二
○
二
年
度
栃
木
大
会
研

究
発
表
資
料
集
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
考
古
学
か
ら
み
た
葬
送
と
祭
祀
）
』
日
本
考
古

学
協
会
二
○
二
年
度
栃
木
大
会
実
行
委
員
会

（
髄
）
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
二
○
二
「
コ
ラ
ム
顔
」
「
弥
生
時
代
の
か
な
が
わ
ｌ
移
住

者
た
ち
の
ム
ラ
と
社
会
の
変
化
ｌ
』
平
成
二
三
年
度
か
な
が
わ
の
遺
跡
展
・
巡
回
展
図
録
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